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県立高校のあり方に関するアンケート調査結果の概要 
令和４年 11 月 

県立学校課教育改革推進班 

１ 調査の目的 
  この調査は、「魅力と活力ある学校づくり」を目指す県立高校の、今後のあり方について

検討するための基礎資料を得ることを目的とする。 
 
２ 調査の対象と回収状況 

 標本数 有効回収数 回収率 

公立中学校 3年生・義務教育学校 9 年生 908 735 80.9% 

公立中学校 3年生・義務教育学校 9 年生の保護者 908 480 52.9% 

県立高校 2年生 2,160 1,461 67.6% 

県立高校 2年生の保護者 2,160 934 43.2% 

県立高校卒業生 388 189 48.7% 

教育関係者 445 371 83.4% 

県内に事業所を有する企業 800 407 50.9% 

合計 7,769 4,577 58.9% 

 
３ 調査方法 
(1) 中学３年生、中学３年生保護者、高校２年生、高校２年生保護者、中学校・高校教員

は、学校を通じて配付 

(2) 卒業生は、高校を通じて郵送配付 

(3) その他の対象者は郵送配付 

(4) 電子申請サービスを活用して、回答を回収 

 
４ 調査時期 

令和４年８月 22 日（月）～10 月７日（金） 

 

５ 調査結果の主な概要 
（１）高校選択の際、重視すること(p.6) 
   ・全調査対象者を通じて、前回（H17 調査）同様、「中学校における成績」の回答が 

    最も多いが、卒業生を除いて、前回と比較して割合は減少している。特に中３保護 

    者と高２保護者は、10 ポイント程度減少している。 

 

（２）高校に関する情報の取得方法(p.10) 
   ・中学３年生については、「高校の学校案内やオープンハイスクール」の回答が最も 

多い。他の調査対象者は、「中学校で配布される進学資料」の回答が最も多い。 

 

（３）高校生活で身につけること(p.12)  
   ・中学３年生、高校２年生、卒業生は、前回同様「大学などへ進学し基礎となる学力」 

の回答が最も多い。企業は、前回同様、「社会人としてのコミュニケーション力」の 

回答が最も多い。 
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（４）高校生活、学習内容の満足度(p.24) 

   

高校２年生 高２保護者 卒業生 高校２年生 高２保護者 卒業生

64.9% 76.2% 81.5% 72.4% 69.5% 83.0%
52.2% 71.8% 82.2% 53.4% 61.0% 81.1%

満足 ＋ どちらかといえば満足
高校生活 学習内容

Ｈ１７調査

Ｒ４調査

 
 

（５）学習内容について望むこと(p.30) 
   ・高校２年生は、前回の「進路希望や興味関心に基づいて選択できる多様な科目を 

増やす」(41.5%)が 29.0%と減少し、今回「進学に役立つ科目の時間を増やす」(30.9%) 

の回答が最も多い。 

 

（６）興味や関心のある学習(p.36)  
   ・中学３年生は、「人文科学や社会科学」「スポーツや健康に関すること」の回答が 

    多く、中３保護者は、「データサイエンスなどの情報に関すること」「外国語や国際

理解に関すること」の回答が多い。 

 

（７）普通系学科と職業系学科の定員の割合(p.40) 
   ・中３・高２保護者、卒業生、教育関係者対象の回答。どの対象者も「これまでと同 

程度でよい」の回答が最も多く、次に、教育関係者以外では「職業系専門学科の割 

合を増やし、普通系学科の割合を減らすほうがよい」の回答が多い。 

 

（８）有意義な高校生活を送るための学校規模(p.42) 
   ・高校２年生以外の調査対象者で「４～５学級」または「３～４学級」の回答が最も

多い。 

・高校２年生は「規模は気にしない」の回答が最も多い。 

 

（９）望ましい県全体の高校像(p.44) 
      ・全調査対象者を通じて、「学級数が多い学校から少ない学校まで、バランスよくある 

    ことが望ましい」の回答が最も多い。 

 

（１０）どのような高校があれば良いか。(p.46) 
   ・中学３年生、高校２年生は、友人との関係を重視する回答が多い。保護者、教育関

係者、企業は、「きめ細かい指導が行われる学校」の回答が最も多い。 

 

（１１）どのような特色を持った学校があれば良いか。(p.52) 
   ・全調査対象を通じて、前回同様、「資格取得や就職に必要な技能」、「興味・関心や 

進路希望に応じた科目選択」の回答がいずれも多い。 

   ・その他として、「知識・情報に偏ったものではなく道徳・社会的常識を重視した学校」 

や「問題解決までの過程を重視する学習ができる学校」などの意見がある。 

 

（１２）高校の連携として考えられること・すでに連携していること(p.57)   
    ・企業として、「生徒の企業見学」「インターンシップ」の回答が最も多い。 


